
ＭＣＤ―ＬＯＧＩ小牧　完成
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利便性と働きやすさを追求

事業者メッセージ

名鉄都市開発株式会社執行役員都市開発部長　鍋野　史幸

成長分野投資で収益強化
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流
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（１９） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　６月２０日　（金曜日）

１階倉庫

北エントランスホール １階北東ラウンジ ２階事務所

■建　物　名　称：ＭＣＤ―ＬＯＧＩ小牧
■所　在　地：愛知県小牧市新小木３－１
■発　注　者：名鉄都市開発株式会社
■設計・施工：矢作建設工業株式会社
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■構　　　造：Ｓ造
■階　　　数：４階
■工　　　期：年４月１日～年４月日

　写真提供：矢作建設工業株式会社
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　本施設のコンセプトは「物流施設の利便性
と働きやすさの追求」です。鉄骨造４階建て、
床面積約，㎡、スロープにより１階と３
階に接車が可能な本施設は、最大４テナント
への賃貸が可能です。

　倉庫部分の床荷重は．ｔ／㎡、有効高さ
は．ｍで、縦搬送設備は実装分に加え、将
来用スペースも確保しています。共用部分に
は１階と４階にラウンジを設けています。１
階のラウンジ「ＦＵＭＯＴＯ」は、名鉄路線
バス停留所近くの北面に位置し、バスの待合
空間としても利用可能なにぎわいのあるカフ
ェをイメージしました。４階のラウンジ「Ｉ
ＴＡＤＡＫＩ」は眺望の良い南面に位置し、
フェイクグリーンと折上天井で、山の上の展
望台を思わせるデザインとしています。両ラ
ウンジにはソファ席、テーブル席、ボックス
席を用意し、休憩、食事、打合せなど多様な
利用ニーズに応える計画としています。
　環境面では、倉庫内に人感センサー照明を
採用し、さらに太陽光発電設備を導入するこ
とで、省エネと創エネを両立。建物全体のエ
ネルギー収支がゼロとなる『ＺＥＢ（ネット
・ゼロ・エネルギー・ビル）』を達成しまし
た。また、ＣＡＳＢＥＥ建築評価認証では、
非常用発電設備などのＢＣＰ対策や、景観に
配慮した建物形状・色彩、地域植生に配慮し
た植栽計画を通じて、Ａランクを取得してい
ます。
　矢作建設工業株式会社　建築事業本部
　設計本部設計部　第一設計グループ

　岩治洋

　愛知県小牧市で建設を進めていた「Ｍ
ＣＤ－ＬＯＧＩ小牧」が無事完成しまし
た。当社は名鉄グループ唯一の総合デベ
ロッパー会社として、グループが保有す
る土地の価値の最大化を図るとともに、
成長分野への投資による収益強化を目指
し、物流施設の開発事業に参入しました。
その初弾となる本施設は、グループ会社
である名鉄ＮＸ運輸の小牧支店跡地に建
設しました。

　本土地は愛知県小牧市により「小木地
区計画」が策定されており、流通業務地
区として良好な環境の維持・保全・形成
が図られています。また、名神高速道路、
中央自動車道、東名高速道路など高速道
路へのアクセスに優れ、中部圏や名古屋
都市圏への地域配送のみならず、関東圏
や関西圏への広域配送も可能な物流事業
に適した立地です。徒歩１分圏内に名鉄
バスの停留所があるなど通勤利便性が高
く、雇用確保にも有利に働きます。
　「ＭＣＤ－ＬＯＧＩ小牧」は地上４階
建て延べ．万㎡のマルチテナント型物
流施設として整備しました。車両が直接
乗り入れられるスロープを３階に設け、

トラックバースを１、３階に備えること
で、最大４テナントへの分割賃貸が可能
な仕様です。トラックバースは計台の
大型車が同時接車可能で、台分のトラ
ック待機場と併せて入出庫オペレーショ
ンの効率を高める計画としました。
　当社はＥＳＧ（環境・社会・企業統治）
への積極的な対応を通して「名古屋・中
部圏で最もサステナブルな社会の実現に
取り組むデベロッパー」を目指していま

す。本施設では、太陽光発電設備で発電
した再生可能エネルギー由来の電力を自
家消費することで、年間約ｔ（予定）
の二酸化炭素（ＣＯ）削減効果を見込み
ます。全館ＬＥＤ照明やトップランナー
機器の採用を通じて、『ＺＥＢ』のほか、
ＣＡＳＢＥＥの建築Ａランク、建築物省
エネルギー性能表示制度（ＢＥＬＳ）の
六つ星を取得しました。
　当社では、本施設を物流施設事業の試
金石と捉えています。今後も地域の一員
であり、地域の価値向上をリードできる
真のまちづくり会社として、オフィスや
商業、レジデンスのほか、物流施設の開
発を積極的に推し進める所存です。
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